
　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任 つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持続可能 な未 来への道

ダイキン工業株式会社Vol.19

の取組みメーカー各社

ダイキン工業株式会社 概要
本 社 所 在 地

創 業
取締役社長兼 COO
従 業 員 数

主 な 事 業 内 容

H      P

：

：
：
：

：

：

大阪市北区梅田 1-13-1 大阪梅田ツイ
ンタワーズ・サウス
大正 13 年（1924 年）10 月 25 日
竹中　直文
単独 7,866 名　　連結 103,544 名

（2025 年 3 月 31 日現在）
空調・冷凍機、化学、油機、特機、
電子システム
https://www.daikin.co.jp/

1924年  合資会社大阪金属工業所を創立
1934年  大阪金属工業株式会社を設立
1935年  冷媒用フロンガスを開発
1949年  大阪証券取引所第一部に上場
1951年  日本初のパッケージエアコンを開発
1957年  東京証券取引所第一部に上場
1963年  堺製作所 金岡工場を大阪府堺市に新設、業務用エアコンの本

格生産開始
1963年  ダイキン工業株式会社に社名変更
1970年  滋賀製作所を滋賀県草津市に新設、家庭用ルームエアコンの本

格生産開始
1978年  堺製作所 臨海工場を大阪府堺市に新設、コンプレッサーの製造

工場として生産開始
1982年  日本初のビル用マルチエアコンを発売
1999年  世界初、無給水加湿機能を搭載したルームエアコン『うるるとさ

らら』を発売
2004年  世界初、ストリーマ放電技術の実用化成功
2011年  ショールーム「フーハ東京」を新宿NSビルに開設
2012年  世界初、R-32冷媒を採用したルームエアコン『うるさら7』を発売
2013年  ルームエアコン『うるさら7』が、第5回ものづくり日本大賞「内閣

総理大臣賞」を受賞
2013年  ショールーム「フーハ大阪」をグランフロント大阪に開設
2015年  グローバル技術開発拠点、テクノロジー・イノベーションセンター

（TIC）を大阪に設立
2017年  米ヒューストンに当社最大級の生産・研究開発拠点設立
2020年  空気清浄機の国内生産開始
2024年  創業100周年

空調関連事業沿革：
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〝空気〟にこだわった事業展開
空調事業を通じて社会課題の

解決に取り組む
　

第
19
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
、世
界

1
7
0
カ
国
以
上
で
事
業
展
開
し
、空
調
分
野

で
は
世
界
ト
ッ
プ
の
売
上
高
と
シ
ェ
ア
を
誇
る

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
様
で
す
。

　

創
業
は
1
9
2
4
年
と
い
う
老
舗
メ
ー

カ
ー
、一
昨
年（
2
0
2
4
年
）に
創
業
1
0
0

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、「
空
気
で
答

え
を
出
す
会
社
」と
し
て
、冷
媒
か
ら
業
務
用・

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
、空
気
清
浄
機
な
ど
、空
調

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、快
適
な
空
気
質
を
追

求
す
る
製
品
開
発
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

東
京・新
宿
に
あ
る
体
験
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
フ
ー
ハ
東
京
」に
て
、吉
澤
正
人
Ｃ
Ｓ
Ｒ・
地

球
環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
部
長
、黒
川
清
重
空
調

営
業
本
部
営
業
開
発
部
営
業
担
当
課
長
の
お

二
人
か
ら
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

    

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

吉澤正人吉澤正人
ＣＳＲ・ＣＳＲ・
地球環境センター地球環境センター
担当部長担当部長

黒川清重黒川清重
空調営業本部空調営業本部
営業開発部営業開発部
営業担当課長営業担当課長
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■
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
S
D
Gｓ

編
集
部　
ダ
イ
キ
ン
工
業
様
で
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
を
ど
う
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

吉
澤　

当
社
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

2
0
3
0
年
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
企

業
が
進
む
方
向
性
を
示
す
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
　

大
前
提
と
し
て
、当
社
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
会
社
の
成
長

と
の
両
立
で
あ
り
、事
業
を
通
じ
て

社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
事

が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が

直
面
し
て
い
る
様
々
な
社
会
課
題
の

中
で
、当
社
が
解
決
し
得
る
も
の
と

し
て
は
、〝
気
候
変
動
の
深
刻
化
〟、

“
エ
ネ
ル
ギ
ー・
電
力
需
要
の
拡
大
と

集
中
〟、〝
大
気
汚
染
の
深
刻
化
〟な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

当
社
の
主
力
で
あ
る
空
調
事
業

を
通
じ
て
こ
れ
ら
社
会
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、新
た
な
価

値
を
社
会
に
提
供
し
、持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
3
、7
、9
、

11
、12
、13
が
当
社
に
と
って
の
優
先

課
題
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
新
た
な
価
値
と
は
ど
う
いっ

た
価
値
で
し
ょ
う
か
。

吉
澤　
人
と
都
市
と
地
球
環
境
に
対

す
る
価
値
の
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
次

の
通
り
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
球
環
境
に
対
す
る
価
値
提
供
」と

は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
は
じ
め
と

し
た
環
境
性
能
の
高
い
空
調
機
を

世
界
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
環
境

負
荷
を
低
減
し
、気
候
変
動
の
抑

制
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
。

「
都
市
に
対
す
る
価
値
提
供
」は
、新

興
国
を
は
じ
め
と
し
た
急
速
な
都

市
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
課
題
に
対
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
空
調
機
と

建
物
が一体
に
な
っ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
現
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
な
運
用
を
実
現
す
る
な
ど

し
て
、持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
に

貢
献
す
る
。

「
人
に
対
す
る
価
値
提
供
」は
、空
調

機
は
経
済
成
長
や
生
活
の
質
の
向

上
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
社
会
イ

ン
フ
ラ
の一つ
と
な
っ
て
い
る
が
、空
気

の
可
能
性
を
更
に
追
求
す
る
こ
と

で
人
々
の
生
活
に
新
た
な
可
能
性

を
追
求
す
る
。

　
　

ま
た
、そ
れ
ら
価
値
創
造
を
支

え
る
基
盤
と
し
て
、「
人
材
」と「
協

創
」に
関
す
る
貢
献
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、次
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
。

「
人
材
」
…
高
い
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の

育
成
や
雇
用
創
出
な
ど
従
業
員
、

地
域
の
人
々
の
成
長
に
貢
献
す
る
。

「
協
創
」
…
市
場
価
値
形
成（
国
際
ル
ー

ル
や
基
準
作
り
）や
人
々
の
暮
ら
し
の

向
上
に
貢
献
す
る
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョン
の
創
造
な
ど
産
官
学
連
携
で

社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
で
は
8（
働
き

が
い
も
経
済
成
長
も
）と
17（
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ

う
）に
該
当
し
ま
す
。

編
集
部　

国
内
だ
け
で
な
く
、グ
ロ
ー

バ
ル
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
ね
。

吉
澤　
世
界
で
は
、ま
だ
ま
だ
エ
ア
コ
ン

が
普
及
し
て
い
な
い
の
で
す
。主
に

新
興
国
に
な
り
ま
す
が
、エ
ア
コ
ン

需
要
は
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
し
、

Ｉ
Ｅ
Ａ（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）に

よ
る
と
、
2
0
5
0
年
に
エ
ア
コ
ン

の
市
場
規
模
は
現
在
の
3
倍
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に

対
し
、我
々
に
は
エ
ア
コ
ン
を
供
給
す

る
と
い
う
社
会
的
使
命
が
あ
る一方

で
、
C
O
2
排
出
量
も
増
え
る
わ
け

で
す
か
ら
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
が

高
い
エ
ア
コ
ン
を
供
給
す
る
と
い
う

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
冷

媒
に
つ
い
て
も
、世
界
的
に
は
温
暖

化
係
数
が
高
い「
Ｒ
4
1
0
Ａ
」が

主
流
の
た
め
、温
暖
化
係
数
の
小
さ
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い「
Ｒ
32
」の
普
及
拡
大
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
つ
ま
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

を
考
え
る
こ
と
は
、高
付
加
価
値
商

品
の
開
発
と
い
う
事
業
面
で
の
プ
ラ

ス
に
も
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
繋

が
って
い
る
の
で
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
貢
献
取
組
み
事
例　

編
集
部　
で
は
、具
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

取
組
み
事
例
に
つい
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

吉
澤　

当
社
の
主
力
商
品
で
あ
る
空

調
機
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る一方
、普
及
に

伴
う
電
力
消
費
量
が
地
球
環
境
問

題
、と
り
わ
け
気
候
変
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、〝
気
候
変
動
〟を
経
営
に
最
も

影
響
を
与
え
る
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ゴ
ー
ル
13（
気
候
変

動
に
具
体
的
な
対
策
を
）に
対
応

す
る
取
組
み
を
以
前
よ
り
行
って
い

ま
す
。

　
　

例
え
ば
、5
か
年
計
画「
Ｆ
Ｕ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
25
」の
成
長
戦
略
テ
ー
マ
と

し
て
、「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

挑
戦
」を
掲
げ
、次
の
よ
う
な
取
組

み
行
って
い
ま
す
。

◦
グ
ロ
ー
バ
ル
全
域
で
の
Ｉｎｖ（
イ
ン

バ
ー
タ
制
御
）化
加
速
な
ど
、製
品

使
用
時
に
お
け
る
消
費
電
力
削

減
。

◦
Ｈ
／
Ｐ
暖
房・給
湯
の
事
業
拡
大

◦
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
Ｒ
32
冷
媒
化
の
推

進
や
、自
然
冷
媒
の
普
及
活
動
と

量
産
化
、次
世
代
冷
媒
の
開
発
な

ど
。

◦
化
学
を
除
く
全
工
場
で
、
2
0
3
0

年
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
実
質
ゼ
ロ
化
に
挑

戦
…
堺
製
作
所
臨
海
工
場（
大
阪

府
）を
皮
切
り
に
、3
工
場
で
既
に

実
質
ゼ
ロ
化
を
達
成
。

◦
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
拡
販
や

Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
利
活
用
技
術
獲
得
な

ど
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を

見
据
え
た
新
事
業
への
挑
戦
。

◦
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
取
組

み
…
冷
媒
エコ
サ
イ
ク
ル（
回
収
・
再

生
）の
構
築
を
グ
ロ
ー
―
バ
ル
で
加

速
。そ
の
他
使
用
部
材
に
つい
て
も
、

再
生
材
料
の
活
用
、耐
久
性
向
上

な
ど
、循
環
性
に
配
慮
し
た
取
組
み

を
強
化
。

編
集
部　
「
人
材
」や「
協
創
」面
で
の

取
り
組
み
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

吉
澤　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
は
工
事
が

伴
い
ま
す
か
ら
、工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
担
う
人
材
の
育
成
は
重
要
な

観
点
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、イ

ン
ド
や
タ
イ
な
ど
で
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、そ
の
地
域
に
合
っ
た
適
切

な
空
調
機
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、1

企
業
の
力
で
は
足
り
ま
せ
ん
。政
府

や
国
際
機
関
と
の
協
業
に
よ
り
展

開
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　

政
府
や
国
際
機
関
と
の
協

業
に
つ
い
て
、も
う
少
し
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

吉
澤　
政
府
や
国
際
機
関
と
連
携・協

力
し
、国
際
ル
ー
ル
や
基
準
作
り
な

ど
に
取
組
む
事
で
す
。こ
れ
ま
で
、

微
燃
性
冷
媒
Ｒ
32
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
の
改
定
や
、イ
ン
ド
で
の
評

価
基
準
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
の
導

入
、ブ
ラ
ジ
ル
で
の
省
エ
ネ
基
準
改

正
な
ど
、多
く
の
ル
ー
ル
形
成
に
関

わ
って
き
ま
し
た
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

吉
澤　
当
社
で
は
、以
前
よ
り「
環
境
」

を
経
営
に
影
響
を
与
え
る
重
要

テ
ー
マ
の一つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
に
長
期
視
点
で
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」を

2
0
1
8
年
に
策
定
し
、5
年
ご

と
の
戦
略
経
営
計
画「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」に
て
具
体
的
目
標
と
施
策
を

立
案・実
行
し
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
数
値
と
し
て
は
、ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
実
質
排
出
量
※
の
削
減
目
標
を
、

2
0
1
9
年
を
基
準
年
と
し
、未

対
策
の
ま
ま
事
業
成
長
し
た
場
合

の
排
出
量
と
比
べ
、
2
0
2
5
年

に
30
％
以
上
、
2
0
3
0
年
に
は

50
％
以
上
削
減
と
し
て
い
ま
す
。

（
2
0
2
4
年
度
実
績
：
27
％
削
減
）

※
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
か
ら
排
出
削
減
貢

献
量
を
引
い
た
も
の
と
定
義
。
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■
製
品
面
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み

編
集
部　
製
品
面
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取

組
み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

黒
川　
省
エ
ネ
性
能
が
特
長
の
店
舗
・

オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン「
F
I
V
E 

S
T
A
R 
Z
E
A
S
」が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

に
貢
献
す
る
象
徴
的
な
商
材
と
な

り
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
、電
材
卸
店
様
に
ご
提
案

さ
せ
て
頂
き
、次
の
段
階
と
し
て
電

材
卸
店
様
と
一
緒
に
電
気
工
事
店

様
に
ご
提
案
し
、最
終
的
に
は
電
気

工
事
店
様
と
一
緒
に
ユ
ー
ザ
ー
様
に

ご
提
案
し
、選
ん
で
頂
く
こ
と
で
、省

エ
ネ
や
C
O
2
削
減
、そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

体
験
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
ダ
イ
キ
ン 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
プ
ラ
ザ「
フ
ー
ハ
」も

東
京
と
大
阪
に
あ
り
ま
す
の
で
、是

非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

吉
澤　
特
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
空
気
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
や
換
気
機
器
、空
気
清
浄

機
と
いっ
た
空
気
商
材
は
、空
気
そ

の
も
の
が
安
心・安
全
で
す
か
ら
、そ

の
点
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、左
記
に
挙
げ
た
よ
う
に
、

空
調
配
管
工
事
の
省
施
工
化
に
も

取
組
ん
で
お
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。

「
フ
レ
ア
レ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
…
施
工

現
場
で
の
フ
レ
ア
加
工
作
業
を
な
く

し
、直
管
で
機
器
に
接
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、 

技
量
に
よ
る
差

が
出
に
く
く
、安
定
し
た
高
品
質

な
仕
上
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
ド
レ
ン
勾
配
フ
リ
ー
」
…
ド
レ
ン
勾

配
フ
リ
ー
用
配
管
接
続
キ
ッ
ト
を

使
用
す
る
こ
と
で
、ド
レ
ン
勾
配
を

気
に
せ
ず
、簡
単
に
取
り
付
け
で

き
ま
す
。

「
冷
媒
配
管
継
手
　
ク
イ
ッ
ク
パ
イ

パ
ー
」
…
溶
接
不
要
で
、銅
管
を
差

す
だ
け
の
た
め
、技
量
に
よ
る
仕
上

が
り
の
差
が
出
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、溶
接
の
準
備
・
運
搬
・
搬
出

に
か
か
る
時
間
が
な
く
な
り
、事
前

の
準
備
も
楽
に
な
り
ま
す
。火
災

の
安
全
対
策
、書
類
作
成
や
届
け
の

手
間
も
不
要
で
す
。

黒
川　
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
す
る
と
、施

工
が
完
了
し
て
初
め
て
完
成
商
品

と
な
り
ま
す
の
で
、施
工
品
質
の
向

上
は
商
品
の
品
質
向
上
と
イ
コ
ー
ル

と
言
え
ま
す
。

吉
澤　
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の「
ス
カ
イ
エ

ア
」や「
V
R
V
」シ
リ
ー
ズ
で
は
、

「
フ
レ
ア
レ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
」が
標
準

搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
は
品

質
向
上
への
貢
献
度
が
高
い
商
品
で

す
。

■
将
来
展
望

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
の
将
来

展
望
や
課
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

黒
川　
コ
ロ
ナ
禍
で
、か
な
り
早
い
段

階
で
全
熱
交
換
器
の
新
商
品
を
市

場
に
投
入
し
た
よ
う
に
、マ
ー
ケ
ッ
ト

の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
な
が
ら
、〝
空

気
質
〟に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
を
展
開

し
て
い
く
の
が
ダ
イ
キ
ン
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤　

空
調
機
が
普
及
す
る
こ
と
に

よ
り
、人
々
に
安
心
・
安
全
を
提
供

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、電
力

消
費
量
が
増
え
る
と
い
う
側
面
も

あ
り
ま
す
。気
候
変
動
への
影
響
を

い
か
に
少
な
く
し
て
い
く
か
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
年
で
あ
る
2
0
3
0

年
以
降
も
考
え
続
け
て
い
く
べ
き

当
社
の
テ
ー
マ
で
す
。

29



（室内機）
FHCP112FC_sensing

（室外機）
RSRP224C

店舗・オフィスエアコン『FIVE STAR ZEAS』シリーズ

■商品・サービスの特長
１. 業界トップクラス※2の省エネ性を実現し、大容量クラスを追加ラインアップ
　◦電子膨張弁とファンの制御を組み合わせて見直し、冷媒制御を最適化。小容量クラスで

業界トップクラスの省エネ性を実現。
　◦8馬力、10馬力の大容量クラスをラインアップに追加し、大空間にも対応。

２. 業界初※1のオーナー専用サポートサービス『省エネコンシェルジュ』※3

　◦エアコンの稼働時間や設定温度状況を確認できるエアコン運転レポートを作成。
　◦エアコンの使い方や省エネ設定などを直接専門スタッフに相談できる窓口を開設。

※1 当社調べ ： 2023 年 9 月 11 日時点。
※2 当社調べ ： 2023 年 9 月 11 日時点。FIVE STAR ZEAS シリーズ P40 ～ P63 形 S-ラウンドフロータイプ（三相 

200V）ペア接続時において。
※3 サービス利用には「アシスネットサービス」の契約（有償）が必要です。
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会社
のお宝
ご紹介

日本初の
　パッケージ型エアコン

1951 年　日本初のパッケージ型エアコンを開発

日本初のパッケージ型エアコン『ミフジレーターエヤコン』を開発。従来の空調設備は設計、
施工から運転に至るまで、高度な知識と技術を必要としましたが、パッケージ型エアコンは
圧縮機、凝縮器や送風機を自動制御し、ボタン一つでの運転を可能としました。その便利
さが評判となり、パッケージ型エアコンは空前のヒット商品に。「エアコンのダイキン」の
基礎はこの時築かれました。
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